
春
Spring

春は一年のうちで１番お肌が敏感な時期！

冬の間の乾燥ダメージの蓄積や、気温の差

が激しく湿度も低いため、

肌の水分と油分のバランスが乱れがちとなり、

肌のバリア機能や水分保持力が低下

しやすい季節です。

さらに春風やスギやヒノキ花粉の影響で

肌が敏感になっています。

ラジオ波

ポレーション

サーマルフラクショナル

ターンオーバーの促進
⇒バリア機能を保つ

ヒアルロン酸
（ジェルの成分）の導入
⇒水分保持力を高める

熱エネルギー
⇒コラーゲン・エラスチン
の生成を促す
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夏
Summer

ターンオーバーを活発化
⇒代謝を上げる

血行促進により酸素の供給
⇒乾燥肌を防ぐ

カフェイン・セイヨウキズタ
葉茎エキス（ジェルの成分）
の導入
⇒毛穴を引き締める・抗炎症

エアコンによる乾燥や、紫外線の影響で

毛穴の開き、しわが目立ちやすくなります。

汗をかくことで肌の水分や保湿成分が

流れ落ち、汗が蒸発すると

肌の潤いまで奪ってしまいます。

肌の水分と油分のバランスを奪ってしまう

ことでかゆみや赤みなど、

肌トラブルのリスクが上がっていきます。

ラジオ波

ポレーション

サーマルフラクショナル

線維芽細胞を活性化
⇒コラーゲン・エラスチン
の生成を促す
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秋
Autumn

α-アルブチン（ジェルの成分）
の導入でシミ対策
栄養を与える
⇒傷んだ肌を修復・保湿

線維芽細胞を活性化
⇒コラーゲン・エラスチン
の生成を促す

筋肉を動かし、
フェイスラインを引き締める
⇒リフトアップ

夏に紫外線を多く浴びて、秋のお肌は

紫外線ダメージを負っています。

その影響で秋になるとシミが目立ってきます。

紫外線により、真皮のコラーゲンやエラスチン

を損傷させます。お肌のハリを保つ役割の

コラーゲン、弾力のあるお肌をつくるエラスチン

が減少するとしわ、たるみができやすくなります。

秋になり空気が乾燥するため、

お肌も乾燥に傾きます。 EMS

サーマルフラクショナル

ポレーション
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冬
Winter

温める（深層加熱）
⇒血行促進・代謝UP

表情筋を動かし、
血行・リンパの流れを促進
⇒むくみにアプローチ

冬の寒さにより血液の流れが悪くなると

余分な水分などの老廃物が排泄されにくくなり、

むくみ・青クマの原因になります。

気温・湿度低下により

肌の水分量が年間で最も少なくなり、

肌は潤いを失ってカサカサ状態になります。

室内外の温度差により、

肌荒れや乾燥の要因にもなります。

ラジオ波

ポレーション

EMS

アラントイン
（ジェルの成分）の導入
⇒抗炎症・お肌の修復
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